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阪神大震災から１5 年を迎え、園田中学校では１月１5 日に防災訓練を実施しましたが、兵庫県内

の各地でも、さまざまな追悼行事が行われ、命の大切さと、人が助け合い支え合うことの重みを再確

認しました｡

阪神・淡路大震災から、今日で１５年目を迎えます｡平成７年､１月１７日の早朝、わずか20 秒の

大地の動きは、６４３４人のかけがえのない命を奪いました。

ちょうど中学３年生の人が生まれた年に震災があったので、生徒の皆さんは、地震の揺れも、その

後の混乱も記憶にないと思います｡ここ園田中学校でも、いろいろと被害がありました。正面玄関の

ガラスが割れ、職員室や家庭科室や理科室の戸棚が倒れました。また、東校舎と西校舎の渡り廊下が

ひび割れし、4 階の渡り廊下から１階が見えていたそうです｡食満６丁目の新幹線の高架が落下した

り、園田地区でも１９６７戸の家屋が全壊しました。

１５年前の阪神・淡路大震災から、今日まで、大きな地震がたくさん起こっています。地震国の日

本は活動期に入っています。これから、数十年は地震が多く発生する時期です。

今日は、学校にいる時に地震が起きたという想定で避難訓練をしましたが、家にいる時や登下校中

に地震が起きたら、自分の身を守るためにどうすればいいのか、また、家族との役割分担や連絡方法

も話し合いをしておく必要があります。携帯電話はすぐに回線がパンクして、不通になります｡

「備えあれば患い（うれい）なし」地震に備えて、あらかじめ準備をしておけば、事が起こっても

あわてることはありません。園田中学校では、年に２回、自らを守ることができるよう、避難訓練を

実施しています。まず、自分の身を守り、つぎは、自分のできる範囲で防災活動を担うことができる

よう、防災について、さらに学習を深めてほしいと思っています。

１月２０日(水)、入学予定の保護者対象の入学説明会を実

施しました｡１７２名の保護者の皆さんに参加をしていただ

きました。

「地域の人に愛され、支えられ、地域とともに歩む学校」

をめざして、保護者の方に「園田中に任せておけば大丈夫

だ」と信頼してもらえる学校づくりを教職員一丸となって、

頑張っていることと、家庭と学校が連携し、大切なお子さま

を育んでいきたいとお伝えしました｡

新入生の入学を全職員、心からお待ちいたしております｡

1 月 23・24 日に尼崎市総合文化センターで、ひとりひとりの持ち味がにじむ美術展が開催され、

園田中学校から多くの作品が出展されました｡

１月２４日にピッコロシアターで開催された演劇発表会で演劇部が熱演し、観客から大きな拍

手をいただきました。STAR DUSTという題名の５０分の劇を長さを感じさせない演出で演じま

した。

プロの元劇団員

から大学生以上

のレベルの演劇

だと講評をいた

だきました。

これからも毎日

の練習に精を出

し、良い作品を創

り上げてくださ

い。

地震の揺れが収まって、

グランドに避難！

津波警報が発令され、グランドか

ら、校舎３階･４階に避難！


